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本
書
は
、
六
ヶ
所
村
「
尾お

ぶ
ち駮

の
牧
」
歴
史
研
究
会
が
、
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）

年
か
ら
二
十
九
年
に
か
け
て
、
毎
年
、
地
元
で
開
催
し
て
き
た
「
六
ヶ
所
村
歴
史

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
講
演
・
発
表
を
基
に
し
た
論
考
集
で
あ
る
。
考
古
学
・
歴
史
学
・

文
学
的
考
察
の
三
部
構
成
で
、
各
内
容
と
執
筆
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

第
一
部　

考
古
学
的
考
察

　

六
ヶ
所
村
に
馬
は
い
つ
か
ら
い
た
か
？
（
松
本
建
速
）

　

東
北
地
方
北
部
出
土
の
石
帯
と
そ
の
背
景
（
田
中
広
明
）

　

東
北
地
方
北
部
出
土
の
緑
釉
陶
器
と
そ
の
歴
史
的
背
景
（
高
橋
照
彦
）

　

コ
ラ
ム
Ⅰ　

陸
奥
湾
東
岸
域
（
野
辺
地
地
区
）
の
環
濠
集
落

　
　
　
　
　
　

―
〝
二
十
平
（
1
）
遺
跡
〞
を
中
心
と
し
て
―
（
瀬
川　

滋
）

　

コ
ラ
ム
Ⅱ　

三
沢
市
「
平
畑
（
1
）
遺
跡
」
の
特
徴
に
つ
い
て
（
長
尾
正
義
）

第
二
部　

歴
史
学
的
考
察

　

藤
原
道
長
と
馬
、
そ
し
て
尾
駮
の
駒
（
倉
本
一
宏
・
堀
井
佳
代
子
）

　

建
武
期
の
糠
部
と
尾
駮
の
牧
（
伊
藤
一
允
）

　
「
尾
駮
牧
」「
糠
部
駿
馬
」
を
め
ぐ
る
人
・
物
・
情
報
の
交
流
に
つ
い
て

 

（
入
間
田
宣
夫
）

　

コ
ラ
ム
Ⅲ　

平
安
時
代
の
都
の
馬
事
情
―
上
賀
茂
神
社
を
通
し
て
馬
を
考
え
る
―

〔
書
評
と
紹
介
〕

　

六
ヶ
所
村
「
尾
駮
の
牧
」
歴
史
研
究
会
編

『
尾
駮
の
駒
・
牧
の
背
景
を
探
る
』

福
田　

友
之

 

（
藤
木
保
誠
）

　

コ
ラ
ム
Ⅳ　

糠
部
郡
内
の
十
烈
、
流
鏑
馬
（
栗
村
知
弘
）

　

コ
ラ
ム
Ⅴ　

日
本
前
近
代
の
馬
（
近
藤
好
和
）

第
三
部　

文
学
的
考
察

　

平
安
貴
族
と
馬
―
み
る
・
祈
る
・
お
そ
れ
る
―
（
飯
沼
清
子
）

　

ユ
ー
ラ
シ
ア
を
西
か
ら
東
へ
駆
け
た
斑
動
物
た
ち
、
そ
し
て
尾
駮
の
駒
へ

　
　
　
　
　
　
　

―
斑
馬
は
聖
獣
だ
っ
た
―
（
山
口　

博
）

　

歌
語
〝
尾
駮
の
駒
〞
を
育
ん
だ
王
朝
歌
人
集
団
（
山
口　

博
）

　

王
朝
歌
人
の
陸
奥
心
象
風
景
と
現
実
（
山
口　

博
）

　

コ
ラ
ム
Ⅵ　

巡
方
瑪
瑙
帶
の
そ
の
後
（
飯
沼
清
子
）

　

こ
れ
ら
の
論
考
の
な
か
で
、
と
く
に
興
味
の
あ
る
部
分
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

　

さ
て
、
本
書
を
順
に
み
る
と
、
ま
ず
、
第
一
部
、「
六
ヶ
所
村
に
馬
は
い
つ
か
ら

い
た
か
？
」
で
は
、
青
森
県
で
は
七
世
紀
中
葉
の
古
墳
な
ど
か
ら
出
土
す
る
轡く

つ
わな

ど

の
馬
具
や
埋
葬
馬
に
よ
り
、
こ
の
時
期
か
ら
馬
の
飼
育
が
始
ま
っ
た
と
し
、
東
北
東

部
の
黒
ボ
ク
土
は
、
牧
畜
の
た
め
平
安
期
以
来
行
っ
て
き
た
イ
ネ
科
植
物
の
草
焼
き

の
結
果
と
す
る
。
ま
た
こ
の
地
域
は
、
奈
良
期
以
前
の
集
落
は
み
ら
れ
な
い
が
、
九

世
紀
後
葉
〜
十
世
紀
に
増
加
す
る
の
は
、
馬
の
飼
育
が
行
わ
れ
た
た
め
で
、
六
ヶ
所

村
で
は
、
馬
歯
や
馬
具
な
ど
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ど
こ
か
馬
を
飼
っ
て
い
た

地
域
か
ら
来
た
集
団
が
馬
を
飼
い
始
め
た
と
推
測
す
る
。

　

次
の
「
東
北
地
方
北
部
出
土
の
石せ

き
た
い帯

と
そ
の
背
景
」
で
は
、
尾
駮
沼
南
岸
の
表

お
も
て
だ
て館

（
1
）
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
九
世
紀
末
〜
十
世
紀
の
白
玉
製
品
を
、
古
代
の
中
央
・

地
方
の
官
人
が
腰
に
ま
く
皮
帯
の
装
飾
品
「
鉈だ

び尾
」
と
す
る
。
帯
飾
り
は
身
に
着
け

る
官
人
（
役
人
）
の
位
階
に
よ
っ
て
明
確
に
区
別
さ
れ
、
平
安
期
を
通
し
て
使
わ
れ
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た
。
平
安
初
頭
か
ら
は
、
国
司
な
ど
極
め
て
限
定
さ
れ
た
官
人
に
の
み
許
さ
れ
る
白

玉
帯
の
石
飾
り
が
、
京
や
国
府
・
郡
家
な
ど
の
地
方
官
衙
か
ら
遠
く
離
れ
た
一
般
の

集
落
跡
に
あ
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
単
純
で
は
な
い
が
、
交
易
に
深
く
関
わ
っ
た

雑ぞ
う
に
ん人

が
出
羽
国
や
陸
奥
国
の
国
守
を
介
し
て
接
触
し
た
際
に
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
と

す
る
。
ま
た
、
関
連
し
て
、
腰
帯
の
製
作
者
・
製
作
方
法
、
白
玉
帯
の
使
用
者
、
海

外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
腰
帯
、
腰
帯
の
売
買
例
な
ど
も
紹
介
す
る
。

　

次
の
「
東
北
地
方
北
部
出
土
の
緑り

ょ
く
ゆ
う釉陶

器
と
そ
の
歴
史
的
背
景
」
で
は
、
東
北
北

部
出
土
の
緑
釉
陶
器
に
は
東
海
産
や
近
江
産
が
多
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

こ
の
地
域
の
九
・
十
世
紀
を
中
心
と
す
る
出
土
例
に
つ
い
て
、
出
土
状
況
や
出
土
し

た
背
景
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
十
世
紀
頃
に
な
る
と
城
柵
官
衙
か
ら
の
出
土
例
が
急

減
し
、
城
柵
以
外
の
例
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
本
県
の
出
土
例
は
私
的
な
交
易
活
動

に
よ
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
も
必
要
だ
と
し
、
平
畑
（
1
）
遺
跡
に
は
、
京
近
郊
の

窯
跡
産
の
も
の
が
多
い
点
か
ら
、
特
殊
な
経
路
を
推
定
し
、
エ
ミ
シ
の
有
力
者
が
京

の
王
臣
と
直
接
つ
な
が
る
こ
と
で
入
手
し
た
可
能
性
も
指
摘
す
る
。

　

コ
ラ
ム
Ⅰ
で
は
、
遠
方
と
の
交
易
を
窺
わ
せ
る
隣
接
地
の
例
と
し
て
、
各
調
査
の

担
当
者
が
、
陸
奥
湾
東
岸
域
の
大
規
模
環か

ん
ご
う濠

集
落
跡
、
同
Ⅱ
で
は
、
平
安
京
近
郊
の

篠し
の

窯
産
と
み
ら
れ
る
緑
釉
陶
器
を
多
数
出
土
し
た
遺
跡
の
調
査
例
を
紹
介
す
る
。

　

次
い
で
、
第
二
部
、「
藤
原
道
長
と
馬
、
そ
し
て
尾
駮
の
駒
」
で
は
、
陸
奥
の
馬

を
所
有
し
、
平
安
中
期
に
太
政
大
臣
と
し
て
権
勢
を
誇
っ
た
道
長
と
尾
駮
の
関
係
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ま
ず
、「
尾
駮
の
駒
」
の
初
源
と
な
る
『
後
撰
和
歌
集
』（
九

五
五
年
頃
成
立
）
に
あ
る
、
よ
み
人
知
ら
ず
の
「
み
ち
の
く
の　

を
ぶ
ち
の
駒
も　

野
飼
ふ
に
は　

荒
れ
こ
そ
ま
さ
れ　

な
つ
く
も
の
か
は
」（
陸
奥
の
尾
駮
の
駒
も
野

飼
い
す
れ
ば　

ま
す
ま
す
荒
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も　

な
つ
く
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
）
と
い
う
、
馬
に
た
と
え
て
女
性
心
理
を
詠
ん
だ
歌
を
紹
介
し
、「
を
ぶ
ち
の
駒
」

は
黒
毛
馬
の
意
味
も
あ
る
が
、
他
の
歌
集
に
も
「
み
ち
の
く
」
と
併
用
さ
れ
る
点
か

ら
「
を
ぶ
ち
」
を
地
名
と
解
す
る
。
ま
た
、「
を
ぶ
ち
の
牧
」
は
、
鎌
倉
初
期
の
歌

学
書
『
八や

く
も雲

御み
し
ょ
う抄

』
に
あ
る
だ
け
で
、
歌
人
た
ち
が
想
定
し
た
牧
で
あ
る
可
能
性
を

指
摘
す
る
。
道
長
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
道
長
の
日
記
『
御
堂
関
白
記
』
に
、
た

び
た
び
「
陸
奥
」
と
「
馬
」
が
一
緒
に
登
場
し
、
道
長
が
陸
奥
の
馬
を
多
数
所
有
し

て
い
る
の
は
、
陸
奥
守
に
任
じ
た
道
長
の
家
司
、
藤
原
済
家
と
の
関
わ
り
か
ら
で
あ

ろ
う
と
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
馬
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。

　

次
の
「
建
武
期
の
糠ぬ

か
の
ぶ部

と
尾
駮
の
牧
」
で
は
、
本
県
の
中
世
史
研
究
は
津
軽
が
主

で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
、
南
部
糠
部
の
研
究
の
必
要
性
を
説
き
、
糠
部
の
給き

ゅ
う
に
ん人に

焦

点
を
あ
て
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
人
の
安
藤
宗
季
へ
の
譲
状
に
あ
る
「
な
か
は
ま
の

ミ
ま
き
、
み
な
と
」
の
「
な
か
は
ま
」・「
み
な
と
」
を
津
軽
の
地
名
と
解
し
て
き
た

通
説
に
対
し
、
糠
部
の
長
浜
（
の
ち
の
木
崎
野
で
あ
ろ
う
）・
八
戸
湊
に
比
定
し
、

鎌
倉
末
期
の
史
料
に
あ
る
「
糠
部
郡
七
戸
御
牧
の
お
馬
の
こ
と
、」
に
つ
い
て
、
七

戸
に
は
現
六
ヶ
所
村
も
含
ま
れ
る
と
し
、
七
戸
御
牧
は
古
来
の
尾
駮
牧
と
す
る
。

　

次
の
「「
尾
駮
牧
」「
糠
部
駿
馬
」
を
め
ぐ
る
人
・
物
・
情
報
の
交
流
に
つ
い
て
」

で
は
、
中
世
、
糠
部
駿
馬
を
産
み
だ
し
た
一
戸
〜
九
戸
の
岩
手
県
北
、
本
県
南
部
の

牧
が
ど
う
形
づ
く
ら
れ
、
ま
た
十
一
世
紀
に
建
郡
さ
れ
た
糠
部
・
津
軽
・
鹿
角
・
比

内
の
北
奥
が
、
列
島
の
中
で
な
ぜ
特
別
の
意
味
を
付
与
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ

る
。
そ
れ
に
は
、
元が

ん
ぎ
ょ
う慶の

乱
（
八
七
八
年
）
以
降
、
津
軽
と
南
部
が
岩
手
県
北
の
七な

な

時し
ぐ
れ雨

峠
で
陸
奥
国
府
と
結
ば
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と
し
、
こ
の
ル
ー
ト
「
文
明
の
十

字
路
」
に
よ
り
陸
奥
馬
牧
の
整
備
や
道
長
ら
へ
の
陸
奥
交
易
馬
の
貢
上
に
つ
な
が
り
、

延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
の
北
奥
合
戦
以
降
、
平
泉
藤
原
氏
に
よ
る
奥お

く
た
い
ど
う

大
道
整
備
・
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糠
部
駿
馬
の
掌
握
、
鎌
倉
期
に
は
北
条
氏
に
よ
る
馬
牧
群
の
掌
握
が
進
み
、
馬
産
地

と
し
て
の
名
声
が
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
政
治
的
ル
ー
ト
と
は
別
に
、
日
本
海
側

に
は
珠す

ず洲
系
、
太
平
洋
側
に
は
常
滑
・
渥
美
焼
系
陶
器
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
民
間
レ

ベ
ル
の
交
易
も
展
開
す
る
。
そ
し
て
、
尾
駮
牧
は
七
戸
辺
り
に
あ
っ
た
と
す
る
。

  

次
い
で
、
コ
ラ
ム
Ⅲ
で
は
、
馬
と
の
関
わ
り
の
深
い
京
都
上
賀
茂
神
社
の
競
馬
で

は
、
平
安
期
に
は
南
部
の
馬
が
使
わ
れ
た
と
推
定
す
る
。
同
Ⅳ
で
は
、
糠
部
の
神
役

行
事
と
し
て
、
八
戸
市
櫛く

し
ひ
き引

八
幡
宮
で
行
わ
れ
た
十と

お
れ
つ烈

（
競
馬
）・
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
の
史
料

を
紹
介
し
、
同
Ⅴ
で
は
、
役
畜
の
馬
に
は
馬
具
が
前
提
で
、
手
綱
・
銜は

み

か
ら
鐙
に
至

る
馬
具
に
つ
い
て
成
立
順
に
述
べ
、
今
の
日
本
馬
の
起
源
を
蒙
古
野
馬
と
す
る
。

　

第
三
部
、「
平
安
貴
族
と
馬
」
で
は
、『
小
右
記
』、『
御
堂
関
白
記
』、『
古
事
談
』、

『
枕
草
子
』
な
ど
に
よ
り
、
貴
族
と
馬
の
関
わ
り
を
た
ど
り
、「
み
る
」
で
は
「
千
里

の
骨
」、
黒
毛
馬
の
「
翡
翠
」、
上
が
り
馬
（
跳
ね
馬
）、
上
馬
・
細
馬
（
良
い
馬
・

優
れ
た
馬
）
を
、「
祈
る
」
で
は
、
病
の
平
癒
・
除
病
・
息
災
を
祈
る
例
を
、「
お
そ

れ
る
」
で
は
馬
の
荒
々
し
く
跳
ね
上
が
る
光
景
、
落
馬
な
ど
の
例
を
紹
介
す
る
。

　

次
の
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
西
か
ら
東
へ
駆
け
た
斑
動
物
た
ち
、
そ
し
て
尾
駮
の
駒
へ
」

で
は
、
な
ぜ
斑
の
馬
が
尊
重
さ
れ
た
の
か
。
中
国
・
イ
ン
ド
・
ペ
ル
シ
ャ
な
ど
各
国

の
斑
馬
を
紹
介
し
、
斑
は
聖
な
る
も
の
の
象
徴
で
、
和
歌
に
あ
る
「
尾
駮
の
駒
」
は

荒
馬
で
は
な
く
良
馬
と
す
る
。
次
の
「
歌
語
〝
尾
駮
の
駒
〞
を
育
ん
だ
王
朝
歌
人
集

団
」
で
は
、
尾
駮
の
駒
を
詠
ん
だ
歌
人
は
陸
奥
に
関
わ
る
王
朝
貴
族
で
あ
ろ
う
と
し
、

『
後
撰
和
歌
集
』
か
ら
、
大
納
言
藤
原
兼
家
の
時
代
の
『
蜻
蛉
日
記
』、
そ
の
後
の
『
後

拾
遺
和
歌
集
』
へ
と
「
尾
駮
の
駒
」
が
詠
ま
れ
流
布
す
る
状
況
や
、
そ
の
歌
人
た
ち

の
人
間
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
し
て
、
と
く
に
兼
家
の
時
代
に
、「
尾
駮
の
駒
」

を
歌
語
と
し
て
定
着
さ
せ
た
と
し
、
し
か
も
本
来
の
神
聖
な
斑
馬
か
ら
荒
馬
の
イ

メ
ー
ジ
を
伴
っ
た
歌
語
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。
次
の
「
王
朝
歌
人
の
陸
奥
心
象
風
景

と
現
実
」
で
は
、
都
の
歌
人
が
歌
っ
た
陸
奥
の
地
名
や
歌
枕
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ

り
、
陸
奥
に
対
し
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
陸
奥
を
体
験
し

た
者
は
何
を
感
じ
た
の
か
を
『
万
葉
集
』
以
降
の
歌
集
等
に
よ
っ
て
述
べ
る
。
陸
奥

例
に
石
城
（
岩
木
山
か
）、
そ
と
の
浜
、
津
軽
を
あ
げ
、「
尾
駮
」
に
つ
い
て
は
、
地

名
な
の
か
斑
模
様
な
の
か
平
安
後
期
か
ら
あ
っ
た
論
争
に
対
し
、『
後
撰
和
歌
集
』

の
「
を
ぶ
ち
の
駒
も
」
を
「
神
聖
な
斑
模
様
の
馬
で
も
」
と
解
し
斑
模
様
説
を
採
る
。

ま
た
、「
陸
奥
」
の
歌
枕
の
流
布
に
つ
い
て
は
、
陸
奥
の
歌
が
多
い
『
古
今
和
歌
集
』

が
歌
の
手
本
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
藤
原
兼
家
の
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
し
、
陸
奥
礼

賛
の
風
雅
表
現
は
『
古
今
和
歌
集
』
の
影
響
や
、
実
体
験
の
な
い
心
象
風
景
の
形
成

に
よ
る
も
の
で
、
現
実
に
は
、
流
浪
先
、
死
の
恐
怖
、
粗
野
で
無
教
養
・
デ
リ
カ
シ
ー

の
欠
如
、
拒
否
感
を
伴
う
赴
任
先
と
し
て
陸
奥
の
例
を
挙
げ
る
。

　

次
い
で
コ
ラ
ム
Ⅵ
で
は
、
石
帯
に
関
す
る
古
記
録
と
し
て
、
鎌
倉
期
の
摂
政
・
関

白
で
、
道
長
の
後
裔
に
あ
た
る
近
衛
兼
経
の
『
岡
屋
関
白
記
』
に
見
え
る
、
兼
経
元

服
・
叙
爵
の
装
束
の
石
帶
が
瑪め

の
う瑙

帶
で
あ
っ
た
と
い
う
記
載
を
紹
介
す
る
。

　

以
上
が
本
書
の
内
容
で
あ
る
。
本
書
は
、
平
安
貴
族
の
歌
に
詠
ま
れ
た
「
を
ぶ
ち

の
駒
」
を
端
緒
に
、
六
ヶ
所
村
一
帯
の
古
代
文
化
か
ら
中
世
糠
部
郡
の
馬
の
文
化
を

主
に
し
て
、
考
古
学
・
歴
史
学
・
文
学
の
面
か
ら
総
合
的
に
考
察
し
た
論
考
集
で
あ

る
。
現
時
点
に
お
け
る
最
新
の
成
果
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
歴
史
的
背
景
や

今
後
の
問
題
点
も
指
摘
し
て
い
る
。
一
般
の
方
に
も
わ
か
り
や
す
い
表
現
で
述
べ
ら

れ
て
お
り
、
興
味
の
あ
る
方
に
は
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
書
で
あ
る
。

（
Ａ
5
判
、
二
五
五
頁
、
二
〇
一
八
年
七
月
、
六
一
書
房
、
価
格
二
五
〇
〇
円
＋
税
）

 

（
ふ
く
だ
・
と
も
ゆ
き　

日
本
考
古
学
協
会
会
員
）


